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１

は
じ
め
に

横
浜
で
の
緑
の
取
組
の
は
じ
ま

り
は
、
今
か
ら
約
１
５
０
年
前
、

明
治
３
（
１
８
７
０
）
年
の
山
手

公
園
の
開
設
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

本
稿
で
は
、
日
本
初
の
西
洋

式
公
園
の
設
置
を
起
点
と
し
て

「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
横
浜
」
の
推

進
に
至
る
ま
で
、
１
５
０
年
間
に

行
っ
て
き
た
横
浜
の
先
進
的
な
緑

の
取
組
に
つ
い
て
振
り
返
る
。

２

緑
の
取
組
の
は
じ
ま
り

①
開
港
と
日
本
初
の
西
洋
式
公
園

の
誕
生

横
浜
の
都
市
と
し
て
の
歩
み

は
、
江
戸
時
代
末
期
、
安
政
６
（
１

８
５
９
）
年
に
開
港
し
、
現
在
の

関
内
地
区
に
開
港
場
が
設
け
ら
れ

た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
貿
易
が
盛

ん
に
な
り
開
港
場
が
賑
わ
う
と
、

居
住
環
境
が
悪
化
し
、
外
国
人
側

か
ら
改
善
要
求
が
高
ま
っ
た
。

そ
の
中
で
、
慶
応
２
（
１
８
６

６
）
年
、
関
内
の
３
分
の
２
に
近

い
地
域
を
焼
失
し
た
大
火
を
契
機

と
し
て
、
幕
府
側
と
外
国
側
と
で

「
第
３
回
地
所
規
則
（
横
浜
居
留

地
改
造
及
び
競
馬
場
・
墓
地
等
約

書
）」
が
締
結
さ
れ
、
現
在
の
関

内
の
ま
ち
の
原
型
と
も
い
え
る
整

備
計
画
が
取
り
決
め
ら
れ
た
。
規

則
の
実
施
は
明
治
政
府
に
引
き
継

が
れ
、
山
手
公
園
、
横
浜
公
園
、

日
本
大
通
り
、
根
岸
競
馬
場
（
現

在
の
根
岸
森
林
公
園
）
と
い
っ
た

横
浜
中
心
部
の
骨
格
を
な
す
公
園

や
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
整
備
さ

れ
た
。

こ
れ
ら
の
西
洋
式
施
設
は
日
本

に
導
入
さ
れ
た
初
期
の
事
例
で
、

日
本
の
近
代
化
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
。
山
手
公
園
（
写
真
１
）

は
、
明
治
３
（
１
８
７
０
）
年
、

横
浜
居
留
外
国
人
に
よ
っ
て
造
ら

れ
た
日
本
初
の
西
洋
式
公
園
で
あ

り
、
当
時
は
外
国
人
専
用
の
公
園

で
あ
っ
た
。
日
本
の
公
園
史
の
原

点
と
し
て
記
念
す
べ
き
公
園
で
あ

り
、
当
時
の
景
観
が
色
濃
く
残
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
公
園
と
し
て
は

数
少
な
い
国
の
文
化
財
（
名
勝
）

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
横
浜
公
園

は
、
Ｒ
．Ｈ
．
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
設

計
に
よ
り
、
明
治
９
（
１
８
７
６
）

年
に
開
園
し
た
西
洋
式
公
園
で
あ

る
。
山
手
公
園
と
異
な
り
日
本
人

も
利
用
で
き
た
こ
と
か
ら
、
彼
我

公
園
（
彼
は
外
国
人
、
我
は
日
本

人
を
指
す
）
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た

日
本
大
通
り
（
写
真
２
）
は
、
横

浜
公
園
と
同
じ
く
Ｒ
．Ｈ
．ブ
ラ

ン
ト
ン
の
設
計
に
よ
り
、
明
治
12

（
１
８
７
９
）
年
ま
で
に
完
成
し

た
日
本
初
の
近
代
街
路
で
あ
る
。

関
東
大
震
災
の
復
興
整
備
を
機
に

植
栽
さ
れ
た
イ
チ
ョ
ウ
並
木
は
横

浜
を
代
表
す
る
風
景
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
お
り
、
景
観
重
要
樹
木
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

②
震
災
や
戦
争
か
ら
の
復
興

横
浜
港
が
発
展
す
る
と
、
都
市

化
に
よ
る
問
題
が
表
出
し
、
計
画

的
な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
横
浜
で
は
大
正

７
（
１
９
１
８
）
年
に
市
区
改
正

条
例
が
準
用
さ
れ
、
近
代
的
な
都

市
計
画
が
定
め
ら
れ
た
が
、
財
政

難
に
よ
り
整
備
は
進
ま
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
中
、
大
正
12
（
１
９

２
３
）
年
に
関
東
大
震
災
が
横
浜

を
襲
っ
た
。
市
の
復
興
は
「
帝
都

復
興
計
画
」
に
組
み
込
ま
れ
、
政

府
直
轄
の
事
業
と
市
の
事
業
と
を

合
わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ

た
。
計
画
は
財
政
難
に
よ
り
大
幅

に
縮
小
さ
れ
る
が
、
政
府
の
事
業

と
し
て
山
下
公
園
な
ど
３
公
園
が

整
備
さ
れ
た
。
震
災
復
興
は
計
画

的
な
ま
ち
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と

な
り
、
多
く
の
公
園
が
誕
生
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
中
で
も
、
昭
和

５
（
１
９
３
０
）
年
に
開
園
し
た

山
下
公
園
は
、
震
災
の
瓦
礫
を
埋

め
立
て
た
上
に
造
ら
れ
た
日
本
初

の
臨
海
公
園
で
あ
っ
た
。

関
東
大
震
災
と
前
後
し
て
、
昭

和
14
（
１
９
３
９
）
年
に
「
東
京

緑
地
計
画
」
が
定
め
ら
れ
た
。
こ

れ
は
日
本
で
最
初
の
広
域
都
市
計

画
と
言
え
る
も
の
で
、
東
京
を
中

心
に
神
奈
川
な
ど
周
辺
地
域
を
含

め
た
環
状
緑
地
（
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
）
を
計
画
す
る
な
ど
、
先
進
的

な
内
容
で
あ
っ
た
。
一
方
、
昭
和

12
（
１
９
３
７
）
年
に
防
空
法
が

公
布
さ
れ
る
と
、
空
襲
へ
の
備
え

と
し
て
の
公
園
や
緑
地
に
注
目
が

集
ま
り
、
昭
和
16
（
１
９
４
１
）

年
の
改
正
で
は
「
防
空
緑
地
」
が

定
め
ら
れ
た
。
防
空
緑
地
と
は
、

空
襲
の
際
の
避
難
場
所
、
延
焼
防

止
、防
空
基
地
の
た
め
の
緑
地
で
、

《5》 

緑
の
取
組
の
あ
ゆ
み

執
筆北

川　

知
沙

環
境
創
造
局
政
策
課

大
内　

達
詩

環
境
創
造
局
政
策
課

斎
藤　

優
太

環
境
創
造
局
み
ど
り
ア
ッ
プ
推
進
課

写真１　山手公園写真２　日本大通り
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そ
の
配
置
の
多
く
は
東
京
緑
地
計

画
を
踏
襲
し
て
い
た
。
防
空
緑
地

は
戦
後
も
緑
地
と
し
て
残
り
、
三

ツ
沢
公
園
な
ど
15
公
園
を
市
が
整

備
し
た
。

終
戦
後
は
市
街
地
と
と
も
に
横

浜
公
園
や
山
下
公
園
な
ど
も
接
収

さ
れ
、
将
校
の
住
宅
な
ど
に
利
用

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
接
収
解

除
が
進
み
、
港
の
見
え
る
丘
公
園

や
富
岡
総
合
公
園
な
ど
新
た
に
公

園
と
し
て
整
備
さ
れ
た
場
所
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
今
日
の
横
浜
の

公
園
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
と
言
え

る
。

３

都
市
の
拡
大
と
緑
の
減
少
へ

の
対
応

①
急
速
に
進
む
都
市
化
へ
の
対
応

戦
災
復
興
か
ら
高
度
経
済
成
長

期
に
入
る
と
、
横
浜
は
、
東
京
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
急
速
に
宅

地
開
発
と
人
口
増
加
が
進
ん
だ
。

昭
和
30
年
代
は
、
開
発
等
に
関
す

る
法
令
が
未
整
備
で
、
住
宅
開
発

に
伴
い
必
要
と
な
る
公
共
施
設
や

公
益
的
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
の

規
定
が
な
い
た
め
、
自
治
体
が
整

備
す
る
ほ
か
な
く
、
市
の
財
政
負

担
は
莫
大
な
も
の
と
な
り
、
実
際

の
整
備
も
追
い
つ
い
て
い
な
か
っ

た
。
ま
た
、
当
時
は
路
地
・
原
っ

ぱ
な
ど
の
身
近
な
遊
び
場
が
次
々

に
失
わ
れ
、
子
供
が
安
全
に
遊
べ

る
場
所
の
確
保
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
た
。

そ
こ
で
市
で
は
、
昭
和
43
（
１

９
６
８
）
年
、「
横
浜
市
宅
地
開

発
要
綱
」
を
定
め
、
開
発
事
業
者

に
対
し
て
法
律
の
基
準
以
外
に
必

要
な
公
共
・
公
益
的
施
設
を
整
備

す
る
こ
と
を
求
め
た
。
こ
の
取
組

に
よ
り
、
事
業
者
が
整
備
し
た
公

園
、
い
わ
ゆ
る
「
提
供
公
園
」
と

呼
ば
れ
る
多
く
の
児
童
公
園
（
現

在
の
街
区
公
園
）
が
誕
生
し
、
子

供
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
の
確

保
が
進
ん
だ
。
な
お
、
宅
地
開
発

要
綱
に
よ
る
指
導
内
容
は
、
平
成

16
（
２
０
０
４
）
年
の
「
横
浜
市

開
発
事
業
の
調
整
等
に
関
す
る
条

例
」
に
よ
り
条
例
化
さ
れ
、
現
在

も
そ
の
仕
組
み
は
受
け
継
が
れ
て

い
る
。

ま
た
昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年

に
は
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整

区
域
に
区
分
す
る
「
線
引
き
」
を

実
施
し
、
無
秩
序
な
市
街
化
を
防

止
し
た
。
横
浜
市
の
市
街
化
区
域

と
市
街
化
調
整
区
域
は
複
雑
に
入

り
組
む
と
と
も
に
、
市
街
化
調
整

区
域
が
小
規
模
に
分
散
し
て
お

り
、
身
近
な
自
然
を
市
民
が
享
受

し
や
す
い
環
境
に
あ
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

②
都
市
農
業
の
計
画
的
振
興

戦
後
の
急
速
な
都
市
化
で
農

地
が
減
少
し
て
い
く
中
、
市
は

「
計
画
的
都
市
農
業
」
の
確
立
に

向
け
て
動
き
出
し
た
。
そ
の
先

駆
け
と
な
っ
た
取
組
が
、
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
の
「
農
業
専
用

地
区
」
の
指
定
で
あ
る
。
昭
和
43

（
１
９
６
８
）
年
、
農
地
の
乱
開

発
を
防
止
し
意
欲
あ
る
農
家
の
育

成
及
び
経
営
の
確
立
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
「
港
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
地
域
内
農
業
対
策
要
綱
」
を

制
定
し
、
昭
和
44
（
１
９
６
９
）

年
に
６
地
区
２
３
０
ha
の
農
業
専

用
地
区
を
指
定
し
た
。
農
地
の
集

団
化
に
よ
り
優
良
農
地
を
保
護

し
、
農
業
振
興
を
図
っ
た
こ
の
取

組
は
横
浜
市
独
自
の
も
の
で
あ

る
。さ

ら
に
市
は
昭
和
46
（
１
９
７

１
）
年
に
農
業
施
策
の
基
本
と
な

る
「
横
浜
市
農
業
総
合
計
画
」
を

策
定
し
、
都
市
化
の
な
か
で
も
永

続
し
う
る
「
計
画
的
農
業
」
の
概

念
と
そ
れ
を
実
現
す
る
農
業
専
用

地
区
制
度
な
ど
に
つ
い
て
記
し

た
。
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
「
農

業
専
用
地
区
設
定
要
綱
」
を
制
定

し
、
農
業
専
用
地
区
は
市
域
全
体

に
展
開
し
て
い
っ
た
。

③
緑
政
局
の
誕
生

戦
前
、
横
浜
市
の
公
園
を
担

当
す
る
部
署
は
土
木
局
都
市
計

画
課
の
公
園
係
で
あ
っ
た
。
戦

後
、
建
設
局
公
園
課
を
経
て
昭
和

37
（
１
９
６
２
）
年
に
計
画
局
公

園
課
、
さ
ら
に
時
代
の
要
請
に
合

わ
せ
組
織
が
拡
大
し
、
昭
和
41

（
１
９
６
６
）
年
に
計
画
局
公
園

部
と
な
っ
た
。

一
方
、
戦
前
の
農
業
担
当
部
署

は
産
業
部
農
政
課
で
、
戦
後
は
経

済
局
を
経
て
昭
和
34（
１
９
５
９
）

年
に
独
立
し
農
政
局
と
な
る
。
昭

和
33
（
１
９
５
８
）
年
に
は
専
門

職
と
し
て
造
園
職
と
農
業
職
が
設

け
ら
れ
、
職
種
別
の
採
用
が
始

ま
っ
た
。

高
度
経
済
成
長
期
に
な
り
、
緑

が
急
速
に
減
少
す
る
中
、
市
は
公

園
や
緑
地
と
と
も
に
農
業
を
大
都

市
の
環
境
形
成
に
欠
か
せ
な
い

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
捉

え
、
農
政
局
と
計
画
局
公
園
部
を

合
併
し
、
昭
和
46
（
１
９
７
１
）

年
に
「
緑
政
局
」
と
し
た
。
緑
を

総
合
的
に
捉
え
た
緑
政
局
の
誕
生

は
、
当
時
と
し
て
は
非
常
に
革
新

的
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
緑
政
局

は
民
有
樹
林
地
の
保
全
や
緑
化
な

ど
も
含
め
緑
行
政
を
多
面
的
に
展

開
し
て
い
っ
た
。

④
緑
の
環
境
を
つ
く
り
育
て
る
条

例
の
制
定

緑
政
局
が
誕
生
し
た
昭
和
46

（
１
９
７
１
）
年
に
は
、
市
が
行

う
緑
化
対
策
事
業
を
ま
と
め
た

「
横
浜
市
緑
化
対
策
事
業
基
本
要

綱
（
そ
の
後
の
緑
地
保
存
特
別
対

策
要
綱
）」を
制
定
し「
市
民
の
森
」

な
ど
の
取
組
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

こ
の
取
組
を
よ
り
一
層
進
め
る

た
め
に
昭
和
48
（
１
９
７
３
）
年

に
「
緑
の
環
境
を
つ
く
り
育
て
る

条
例
」
を
制
定
し
た
。
こ
の
条
例

は
当
初
「
緑
の
環
境
を
守
り
育
て

る
条
例
」
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
真
に
条
例
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、「
守
る
」

だ
け
で
な
く
「
つ
く
る
」
こ
と
も

必
要
と
し
て
、
条
例
化
さ
れ
た
経

緯
が
あ
る
。

そ
う
し
た
背
景
も
あ
り
、
本
条

例
に
は
条
例
と
し
て
は
珍
し
く
理

念
を
う
た
っ
た
前
文
が
あ
る
。
前

文
で
は
、
緑
の
環
境
の
定
義
づ

け
、
必
要
性
、
緑
の
環
境
の
当
時

の
置
か
れ
て
い
る
状
況
と
と
も
に

横
浜
を
健
康
的
で
う
る
お
い
と
い

こ
い
の
あ
る
住
み
良
い
都
市
と
す

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
緑

の
環
境
を
つ
く
り
育
て
る
と
し
て

い
る
。

本
条
例
は
通
称
「
緑
条
例
」
と

し
て
、
公
共
施
設
の
緑
化
、
地
域

の
緑
化
、
緑
地
や
樹
木
の
保
存
、

市
民
と
行
政
と
の
協
定
締
結
、
工

場
の
緑
化
、
宅
地
造
成
に
お
け
る

緑
化
、
苗
木
の
供
給
と
い
っ
た
、

現
在
も
続
く
市
の
緑
に
関
す
る
制

度
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
条
例

の
制
定
に
よ
り
、
湾
岸
部
の
工
場

地
帯
に
は
多
く
の
企
業
緑
地
が
生

ま
れ
、「
京
浜
の
森
づ
く
り
事
業
」

の
よ
う
に
、
市
民
に
身
近
に
感
じ

ら
れ
、
生
物
多
様
性
保
全
に
も
貢

献
す
る
新
た
な
展
開
に
つ
な
が
っ

た
。

⑤
郊
外
部
の
緑
を
残
す
取
組
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市
は
昭
和
14
（
１
９
３
９
）
年

ま
で
６
回
に
わ
た
り
市
域
を
拡
張

す
る
中
で
、
里
山
景
観
が
残
る
農

村
地
帯
も
市
域
に
取
り
込
ん
で
き

た
が
、
昭
和
30
年
代
以
降
の
宅
地

開
発
で
、
そ
の
緑
は
急
速
に
失
わ

れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
急
激
な

緑
の
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
に

は
、
従
来
の
公
園
整
備
と
は
異
な

る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
市
は
昭
和
40
年
代
、

郊
外
部
の
緑
の
保
全
策
と
し
て
、

国
の
制
度
を
活
用
し
つ
つ
市
独
自

の
緑
地
保
全
制
度
を
創
設
し
た
。

昭
和
44
（
１
９
６
９
）
年
に
は
、

市
南
部
の
円
海
山
周
辺
の
緑
地
約

１
０
０
ha
を
、
法
に
基
づ
く
「
円

海
山
近
郊
緑
地
特
別
保
全
地
区

（
写
真
３
）」
と
し
て
保
全
し
た
。

ま
た
、
昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年

に
は
「
緑
地
保
存
特
別
対
策
要

綱
」
を
制
定
し
、
緑
地
所
有
者
と

市
の
契
約
に
よ
り
一
定
期
間
緑
地

を
保
存
す
る「
市
民
の
森
」と「
緑

地
保
存
地
区
」
と
い
っ
た
市
独
自

の
制
度
を
創
設
し
た
。

所
有
者
が
土
地
を
所
有
し
た
ま

ま
保
全
を
図
る
と
い
う
こ
れ
ら
の

制
度
は
、
適
用
条
件
の
厳
し
い
法

制
度
よ
り
柔
軟
に
運
用
で
き
、
そ

の
後
の
市
の
緑
地
保
全
制
度
の
基

盤
と
な
っ
て
い
る
。
山
林
所
有
者

の
大
半
が
農
家
で
あ
っ
た
と
考
え

る
と
、
早
く
か
ら
農
地
と
緑
地
を

一
体
的
に
捉
え
て
き
た
、
緑
政
局

な
ら
で
は
の
取
組
と
言
え
る
。

一
方
、
農
業
や
公
園
の
施
策
に

お
い
て
も
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
郊

外
部
の
風
景
を
残
す
取
組
が
模
索

さ
れ
た
。
昭
和
62
（
１
９
８
７
）

年
に
開
村
し
た
寺
家
ふ
る
さ
と
村

（
写
真
４
）や
平
成
４（
１
９
９
２
）

年
に
開
園
し
た
舞
岡
公
園
は
、
か

つ
て
の
横
浜
の
原
風
景
を
保
全
・

復
元
し
、
地
域
や
市
民
が
主
体
と

な
っ
て
保
全
と
活
用
に
取
り
組
む

な
ど
、
ふ
る
さ
と
の
景
観
を
守
る

新
た
な
手
法
と
言
え
る
。

４

緑
豊
か
な
ま
ち
を
次
世
代
へ

①
水
と
緑
の
基
本
計
画
の
策
定

市
の
緑
の
取
組
を
総
合
的
に
ま

と
め
た
最
初
の
計
画
は
、
昭
和
56

（
１
９
８
１
）
年
に
策
定
し
た
「
緑

の
保
全
と
創
造
に
関
す
る
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
緑
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
）」
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ン
で

は
、
都
市
化
の
歪
み
を
矯
正
し
、

安
全
、
快
適
か
つ
魅
力
的
な
都
市

像
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
緑
の

果
た
す
べ
き
役
割
が
重
要
で
あ
る

と
し
、「
緑
の
保
全
」「
公
園
の
整

備
」「
緑
の
創
造
」
を
中
心
に
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
特

に
、
大
規
模
な
緑
地
が
残
る
７
地

区
を
「
緑
の
七
大
拠
点
」
と
し
て

重
点
取
組
地
区
に
位
置
付
け
た
こ

と
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
。

緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
そ
の

後
、
平
成
９
（
１
９
９
７
）
年
の

「
緑
の
基
本
計
画
」
を
経
て
、
平

成
18
（
２
０
０
６
）
年
に
は
、
環

境
創
造
局
の
誕
生
に
合
わ
せ
、
公

園
や
緑
地
、
農
地
に
加
え
て
河
川

や
下
水
と
い
っ
た
水
環
境
に
関
す

る
計
画
で
あ
る
「
横
浜
市
水
環
境

計
画
」「
水
環
境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
を
統
合
し
、「
水
と
緑
の
基

本
計
画
」
と
な
っ
た
。
流
域
単
位

で
目
標
像
を
定
め
る
な
ど
、
横
浜

の
特
徴
を
生
か
し
、
よ
り
総
合
的

に
都
市
の
環
境
を
捉
え
た
施
策
展

開
を
可
能
に
し
た
。

そ
の
後
も
、
従
来
の
「
緑
の

七
大
拠
点
」
に
河
川
沿
い
の
樹
林

地
・
農
地
が
残
る
３
地
区
を
加
え
、

「
緑
の
10
大
拠
点
」
と
す
る
な
ど
、

水
と
緑
を
一
体
的
に
捉
え
た
取
組

が
進
ん
で
い
っ
た
。

②
水
辺
を
身
近
に
感
じ
る
緑
の
取
組

海
と
港
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
横

浜
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
は
水
辺

は
港
湾
施
設
や
工
業
用
地
で
占
め

ら
れ
、
か
つ
て
市
民
が
水
辺
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
山
下
公

園
程
度
で
あ
っ
た
。

み
な
と
み
ら
い
21
地
区
の
開
発

が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
内
港
エ

リ
ア
の
水
辺
は
日
本
丸
メ
モ
リ
ア

ル
パ
ー
ク
（
昭
和
60
（
１
９
８
５
）

年
一
部
供
用
開
始
）
な
ど
の
港
湾

緑
地
と
し
て
開
放
さ
れ
た
。
そ
の

後
も
明
治
期
の
貨
物
線
の
一
部
を

生
か
し
た
汽
車
道
や
、
明
治
大
正

期
の
保
税
倉
庫
の
再
生
に
合
わ
せ

て
整
備
し
た
赤
レ
ン
ガ
パ
ー
ク
な

ど
、
内
港
エ
リ
ア
の
水
辺
に
は
個

性
的
な
空
間
が
誕
生
し
た
。

郊
外
部
に
お
い
て
は
、
身
近
な

水
辺
で
あ
る
河
川
等
で
、
生
物
多

様
性
や
景
観
に
配
慮
し
た
取
組
を

進
め
た
。
い
た
ち
川
（
栄
区
）
で

は
、
改
修
に
よ
り
平
ら
に
な
っ
た

川
底
の
一
部
を
掘
り
下
げ
、
川
の

自
然
復
元
を
図
る
取
組
を
行
っ
た
。

緑
豊
か
な
い
た
ち
川
は
、
今
で
は

栄
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
。
河
川
だ
け
で
な
く
周

囲
の
樹
林
地
を
保
全
す
る
な
ど
、

ま
ち
、
緑
、
生
き
物
等
と
一
体
と

な
っ
た
「
多
自
然
川
づ
く
り
」
の

取
組
は
、
連
続
性
の
あ
る
水
辺
空

間
の
創
出
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た

江
川
（
都
筑
区
）
で
は
、
都
市
化

の
進
展
に
伴
い
生
活
排
水
の
流
入

と
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
に
よ
っ
て
水

質
汚
濁
が
進
ん
で
い
た
と
こ
ろ
を
、

隣
接
す
る
都
筑
水
再
生
セ
ン
タ
ー

の
処
理
水
を
導
水
し
江
川
せ
せ
ら

ぎ
緑
道
（
写
真
５
）
と
し
て
整
備

を
行
い
、
水
辺
の
賑
わ
い
創
出
に

大
き
く
貢
献
し
た
。

③
横
浜
み
ど
り
ア
ッ
プ
計
画
の
策
定

市
が
緑
に
関
す
る
様
々
な
施
策

を
行
う
中
、
な
お
も
減
り
続
け
る

緑
に
対
し
、
そ
の
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、「
緑
豊
か
な
ま
ち
横
浜
」

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
平

成
21
（
２
０
０
９
）
年
に
そ
れ
ま

で
の
取
組
を
強
化
し
た
５
か
年

写真５　江川せせらぎ緑道 写真４　寺家ふるさと村 写真３　円海山近郊緑地特別保全地区
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計
画
、「
横
浜
み
ど
り
ア
ッ
プ
計

画
（
新
規
・
拡
充
施
策
）」
を
策

定
し
た
。
計
画
は
「
樹
林
地
を
守

る
」「
農
地
を
守
る
」「
緑
を
つ
く

る
」
の
３
つ
の
分
野
か
ら
な
り
、

緑
地
保
全
制
度
を
活
用
し
た
樹
林

地
の
保
全
や
、
森
の
維
持
管
理
、

水
田
の
保
全
や
農
園
の
開
設
、
地

域
で
の
緑
の
創
出
な
ど
の
取
組
が

盛
り
込
ま
れ
た
。
計
画
の
最
大
の

特
徴
と
言
え
る
の
が
、
施
策
を
継

続
し
て
実
施
し
て
い
く
た
め
の
安

定
的
な
財
源
と
し
て
、「
横
浜
み

ど
り
税
」
を
導
入
し
た
こ
と
で
あ

る
。
税
の
導
入
に
合
わ
せ
て
、
計

画
へ
の
評
価
、
提
案
、
市
民
へ
の

情
報
提
供
を
行
う
市
民
参
加
の
組

織
「
横
浜
み
ど
り
ア
ッ
プ
計
画
市

民
推
進
会
議
」
も
設
置
さ
れ
た
。

こ
の
計
画
が
着
実
な
成
果
を
挙

げ
た
こ
と
、
緑
の
保
全
・
創
造
に

は
継
続
的
な
取
組
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
成
果
の
出
た
取
組

を
継
続
・
発
展
さ
せ
る
と
と
も

に
、
市
民
が
「
実
感
で
き
る
」
緑

の
創
出
な
ど
を
強
化
し
、「
横
浜

み
ど
り
ア
ッ
プ
計
画
（
計
画
期

間
：
平
成
26
─

30
年
度
）」
を
平

成
26
（
２
０
１
４
）
年
に
策
定
し

た
。
さ
ら
に
平
成
30
（
２
０
１
８
）

年
に
は
、
計
画
の
理
念
や
目
標

像
、
基
本
的
な
枠
組
み
、
主
要
な

取
組
を
継
承
し
な
が
ら
、
計
画
期

間
中
の
社
会
変
化
に
も
対
応
し

た
、「
横
浜
み
ど
り
ア
ッ
プ
計
画

［
２
０
１
９
─
２
０
２
３
］」
を
策

定
し
、
新
た
な
５
年
間
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
た
。

横
浜
み
ど
り
ア
ッ
プ
計
画
は
全

国
的
に
も
類
の
な
い
取
組
で
あ

り
、市
民
と
土
地
所
有
者
と
行
政
、

樹
林
地
と
公
園
と
農
な
ど
垣
根
を

越
え
て
取
り
組
ん
で
き
た
横
浜
の

緑
政
策
の
ひ
と
つ
の
集
大
成
と
言

え
る
。

５

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
横
浜
の
推

進

①
全
国
都
市
緑
化
よ
こ
は
ま
フ
ェ

ア
の
開
催

市
が
こ
れ
ま
で
先
進
的
に
行
っ

て
き
た
緑
の
取
組
の
成
果
を
ア

ピ
ー
ル
し
、「
美
し
い
花
と
緑
豊

か
な
ま
ち
横
浜
」
を
全
国
に
発
信

す
る
機
会
と
な
っ
た
の
が
、
平
成

29
（
２
０
１
７
）
年
３
月
25
日
か

ら
６
月
４
日
ま
で
開
催
さ
れ
た

「
第
33
回
全
国
都
市
緑
化
よ
こ
は

ま
フ
ェ
ア
」
で
あ
る
。
全
国
都
市

緑
化
フ
ェ
ア
は
緑
豊
か
な
潤
い
の

あ
る
都
市
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
国
土
交
通
省
の

提
唱
に
よ
り
昭
和
58
（
１
９
８
３
）

年
か
ら
全
国
の
都
市
で
開
催
さ
れ

て
い
る
行
事
で
あ
る
。

都
心
臨
海
部
の
「
み
な
と
ガ
ー

デ
ン
」、
郊
外
部
の
「
里
山
ガ
ー

デ
ン
」
の
メ
イ
ン
会
場
に
加
え
、

18
区
と
の
連
携
に
よ
り
全
市
的
に

展
開
し
た
。
会
期
中
に
市
内
外
か

ら
６
０
０
万
人
を
超
え
る
方
が
訪

れ
、
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

②
ガ
ー
デ
ン
ネ
ッ
ク
レ
ス
横
浜
の

展
開全

国
都
市
緑
化
よ
こ
は
ま
フ
ェ

ア
の
閉
幕
後
、
市
で
は
、
フ
ェ
ア

の
成
果
を
一
過
性
で
終
わ
ら
せ
る

こ
と
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
と

と
も
に
、
花
・
緑
・
農
・
水
の
あ

る
環
境
を
生
か
し
た
市
民
や
企
業

等
の
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
や

賑
わ
い
創
出
、
観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

の
取
組
に
よ
り
、「
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
横
浜
」
を
推
進
し
て
い
る
。

平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
10
月
に

策
定
さ
れ
た
「
横
浜
市
中
期
４
か

年
計
画
２
０
１
８
～
２
０
２
１
」

に
お
い
て
も
、「
花
と
緑
に
あ
ふ

れ
る
環
境
先
進
都
市
」
が
戦
略
の

柱
と
な
り
、
市
を
あ
げ
た
取
組
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
横

浜
の
推
進
に
向
け
た
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、「
ガ
ー

デ
ン
ネ
ッ
ク
レ
ス
横
浜
」
を
展

開
し
て
い
る
。
花
と
緑
に
よ
る

美
し
い
街
並
み
や
公
園
、
自
然

豊
か
な
里
山
な
ど
、
横
浜
な
ら

で
は
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

で
多
く
の
方
を
横
浜
に
呼
び
込

み
、
ま
ち
の
活
性
化
や
賑
わ
い

の
創
出
に
つ
な
げ
る
狙
い
が
あ

る
。
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
に

は
「
ガ
ー
デ
ン
ネ
ッ
ク
レ
ス
横
浜

２
０
１
８
」
を
開
催
し
、
み
な
と

エ
リ
ア
を
フ
ェ
ア
か
ら
続
く
テ
ー

マ
フ
ラ
ワ
ー
で
あ
る
「
サ
ク
ラ
」

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」「
バ
ラ
」
で
彩

り
（
写
真
６
）、
里
山
ガ
ー
デ
ン
で

は
「
里
山
ガ
ー
デ
ン
フ
ェ
ス
タ
」

と
し
て
、
約
７
割
が
市
内
産
の
花

苗
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
大
花
壇

で
来
園
者
を
迎
え
た
。
ま
た
、
各

区
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

の
開
催
や
駅
前
花
壇
の
設
置
、
各

地
域
の
公
園
愛
護
会
に
よ
る
「
地

域
の
花
い
っ
ぱ
い
推
進
」
等
の
取

組
に
よ
り
、
全
市
・
地
域
で
花
と

緑
に
よ
る
魅
力
創
出
が
進
ん
だ
。

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、
多
様

な
主
体
と
の
連
携
に
よ
り
ガ
ー
デ

ン
ネ
ッ
ク
レ
ス
横
浜
を
推
進
し
て

い
く
た
め
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）

年
８
月
に
官
民
の
多
様
な
主
体
が

一
堂
に
会
し
た
「
ガ
ー
デ
ン
ネ
ッ

ク
レ
ス
横
浜
実
行
委
員
会
」
を
設

立
し
た
。
今
後
も
市
民
や
企
業
等

と
継
続
し
た
連
携
を
行
い
、
市
全

域
で
花
と
緑
に
親
し
む
機
運
を
高

め
、「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
横
浜
」

を
推
進
し
て
い
く
。

６

お
わ
り
に

１
５
０
年
間
の
横
浜
の
緑
の
取

組
を
振
り
返
る
と
、
本
市
は
全
国

に
先
駆
け
て
多
く
の
先
進
的
な
取

組
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
分
か

る
。
日
本
で
初
め
て
の
西
洋
式
公

園
で
あ
る
山
手
公
園
の
開
設
、
農

地
を
都
市
の
中
の
貴
重
な
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
早
く
か
ら
位

置
づ
け
公
園
な
ど
と
一
体
的
に
進

め
た
施
策
展
開
、
横
浜
み
ど
り
税

を
財
源
の
一
部
と
し
た
「
横
浜
み

ど
り
ア
ッ
プ
計
画
」、
全
国
都
市

緑
化
よ
こ
は
ま
フ
ェ
ア
の
成
果
を

継
承
し
発
展
さ
せ
る
「
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
ィ
横
浜
」
の
推
進
な
ど
、
社

会
か
ら
の
要
請
や
課
題
に
対
応
し

な
が
ら
、
緑
や
公
園
を
軸
に
都
市

の
骨
格
を
形
作
る
重
要
な
施
策
を

展
開
し
て
き
た
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
努
力
の
結
果

は
、
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
森

や
地
産
地
消
を
支
え
る
農
地
、
地

域
の
魅
力
と
な
る
ま
ち
な
か
の
緑

や
花
な
ど
、
大
都
市
で
あ
り
な
が

ら
身
近
な
場
所
に
多
く
の
緑
が
あ

る
と
い
う
横
浜
の
魅
力
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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21 ■ 特集・よこはまの緑の取組〜「ガーデンシティ横浜」の推進に向けて




